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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 26,216 △3.5 1,580 439.9 1,520 454.3 748 402.4
21年3月期第2四半期 27,153 ― 292 ― 274 ― 149 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 58.12 ―

21年3月期第2四半期 11.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 30,330 10,231 33.7 793.36
21年3月期 29,538 9,593 32.4 742.20

（参考） 自己資本  22年3月期第2四半期  10,220百万円 21年3月期  9,561百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 11.00 11.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 11.00 11.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,200 △3.7 2,300 135.4 2,200 138.9 870 189.1 67.53
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる
可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「３.連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 12,911,000株 21年3月期 129,111,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期 28,414株 21年3月期 28,414株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 12,882,586株 21年3月期第2四半期 12,883,413株

- 2 -



当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日）におけるわが国の経済は、世界

的な景気の低迷が長期化するなか、設備投資の減少、雇用調整、円高進行など、依然として厳しい経済環

境が継続しております。  

 食品業界におきましては、消費者の生活防衛意識が高まり、節約志向の根強さを背景に、内食回帰の流

れが顕著な中で、低価格、高品質の価値ある商品の開発や安全性の確保・強化がより求められています。 

 このような事業環境の中、当社グループは平成22年３月期を初年度とする新中期経営計画『ＫＥＮＫＯ 

Ｖｉｃｔｏｒｙ ＲＯＡＤ ２００９』の策定を行い、経営指針として「時代の変化に対応できる筋肉質の

体制作り」を定め、次の三つのテーマを掲げ、当社グループの収益基盤を安定強固なものとするべく推し

進めております。  

 ① メーカーの原点である商品開発と生産性向上への徹底的なこだわり  

 ② 経営の見える化と経営判断のスピードアップ  

 ③ 売上高経常利益率 ３%以上の確保  

   また、今年度の具体的な施策は次のとおりです。  

  1．重点分野ごとのきめ細かな販売戦略の展開  

  2．新ブランド投入による数量の拡大  

  3．新機軸商品（ケンコーディライトシリーズ、ポテト関連シリーズ商品）の拡販と 

    新規市場・新分野の開拓  

  4．生産体制の最適化による固定費の圧縮  

  5．原材料原価の低減  

  6．最適物流体制の更なる追求  

  7．販売費及び一般管理費の一層の削減  

  

  当第２四半期連結累計期間における売上高は26,216百万円（前年同四半期比936百万円の減少、3.5％

減）となりました。これは、原料価格の下落に伴う販売価格の改定（値下げ）と、景気の後退を背景にし

た消費の低迷による売上数量減少による影響です。 

 製品別の販売状況でありますが、調理加工食品につきましては、サラダ化戦略としてサラダ領域及び食

シーンの拡大としての魚介類等の商品ツナサラダ、新機軸商品のディライトポテトサラダ、麺サラダが引

続き大手製パン及びファーストフードに採用され、伸張いたしました。また、マヨネーズ・ドレッシング

類については、拡大に注力してまいりました新機軸商品のケンコーディライトシリーズが市場に定着し、

これを使用した関連商品のディライトサラダも追随比例して外食向け等に堅調に推移しました。また、新

商品の低カロリー ノンオイルドレッシングシリーズ及び新分野対策商品のクッキングソースやオカズサ

ラダドレッシングも着実に実績をあげております。タマゴ加工品につきましては、お弁当メニュー向けの

厚焼きタマゴや、しっとり感を重視した麺用錦糸タマゴ等がコンビニエンスストアや外食分野に採用され

ましたが、パン用のミックスエッグ及びフレッシュエッグ等が減少となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における利益面につきましては、営業利益は1,580百万円（前年同四半期比

1,288百万円の増加、439.9％増）、経常利益は1,520百万円（前年同四半期比1,246百万円の増加、

454.3％増）、四半期純利益は748百万円（前年同四半期比599百万円の増加、402.4％増）となりました。 

 これは、売上高が微減となったものの、前述の販売対策、製造コスト低減や経費の削減等に努めた結

果、増益に寄与することが出来ました。  

  定性的情報・財務諸表等

１. 連結経営成績に関する定性的情報
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（総資産）  

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は30,330百万円（前連結会計年度比792百万円の増加、2.7％

増）となりました。これは主に現金及び預金が402百万円、受取手形および売掛金が241百万円増加したこと

などによるものであります。  

（負債）  

 当第２四半期連結会計期間末における負債は20,099百万円（前連結会計年度比154百万円の増加、0.8％

増）となりました。これは主に未払法人税等が326百万円増加したことなどによるものであります。  

（純資産）  

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は10,231百万円（前連結会計年度比638百万円の増加、6.7％

増）となりました。これは主に利益剰余金が607百万円増加したことなどによるものであります。  

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、5,433百万円（前年同四半期比1,822百万円

の増加）となりました。  

①営業活動によるキャッシュ・フロー  

 営業活動の結果得られた資金は、1,348百万円（前年同四半期比190百万円の増加）となりました。  

②投資活動によるキャッシュ・フロー  

 投資活動の結果使用した資金は、△688百万円（前年同四半期比507百万円の増加）となりました。  

③財務活動によるキャッシュ・フロー  

 財務活動の結果使用した資金は、△253百万円（前年同四半期比687百万円の減少）となりました。  

  

平成21年８月12日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました平成22年３月期の

通期の業績予想を修正しております。詳細につきましては平成21年11月10日に開示いたしました「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

２. 連結財政状態に関する定性的情報

３. 連結業績予想に関する定性的情報
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   該当事項はありません。 

①たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなもの

についてのみ、正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 当社の法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なもの

に限定する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、または、一

時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっ

ております。 

 ③四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用の計算 

  連結子会社における税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積

実効税率を乗じる方法等により計算しております。なお、当該法人税等調整額は、「法人税、住民

税及び事業税」に含めて表示しております。  

  該当事項はありません。 

    

  
  

４. その他

(１) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５.【四半期連結財務諸表】 
(１)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,433 5,030

受取手形及び売掛金 8,537 8,295

商品及び製品 1,167 1,316

仕掛品 19 5

原材料及び貯蔵品 754 800

繰延税金資産 355 289

その他 456 166

貸倒引当金 △16 △15

流動資産合計 16,708 15,889

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,553 4,753

土地 3,901 3,901

その他（純額） 2,537 2,536

有形固定資産合計 10,992 11,191

無形固定資産   

無形固定資産合計 432 466

投資その他の資産   

繰延税金資産 322 278

その他 1,925 1,769

貸倒引当金 △51 △57

投資その他の資産合計 2,196 1,990

固定資産合計 13,621 13,648

資産合計 30,330 29,538
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,311 6,634

短期借入金 1,690 430

1年内返済予定の長期借入金 1,931 2,645

未払法人税等 725 398

賞与引当金 377 372

その他の引当金 167 46

その他 2,911 2,744

流動負債合計 14,114 13,270

固定負債   

長期借入金 3,604 4,263

退職給付引当金 350 350

その他の引当金 118 121

その他 1,911 1,938

固定負債合計 5,985 6,673

負債合計 20,099 19,944

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,829 1,829

資本剰余金 2,097 2,097

利益剰余金 6,206 5,599

自己株式 △16 △16

株主資本合計 10,117 9,510

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 115 67

繰延ヘッジ損益 △8 △7

為替換算調整勘定 △3 △7

評価・換算差額等合計 103 51

少数株主持分 10 31

純資産合計 10,231 9,593

負債純資産合計 30,330 29,538
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 27,153 26,216

売上原価 21,048 18,981

売上総利益 6,104 7,235

販売費及び一般管理費 5,812 5,654

営業利益 292 1,580

営業外収益   

受取利息 5 4

受取配当金 14 10

その他 37 40

営業外収益合計 57 54

営業外費用   

支払利息 74 84

その他 0 30

営業外費用合計 75 114

経常利益 274 1,520

特別利益   

賞与引当金戻入額 48 －

補助金収入 － 27

受取保険金 － 16

その他 17 －

特別利益合計 66 44

特別損失   

固定資産除却損 8 4

投資有価証券評価損 21 －

たな卸資産評価損 18 －

関係会社出資金売却損 8 －

減損損失 － 168

事務所移転費用 － 40

その他 7 26

特別損失合計 65 239

税金等調整前四半期純利益 274 1,325

法人税、住民税及び事業税 90 673

法人税等調整額 39 △93

法人税等合計 129 579

少数株主損失（△） △3 △2

四半期純利益 149 748
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 274 1,325

減価償却費 482 483

減損損失 － 168

引当金の増減額（△は減少） 78 119

受取利息及び受取配当金 △19 △14

支払利息 74 84

売上債権の増減額（△は増加） △136 △241

たな卸資産の増減額（△は増加） △250 180

仕入債務の増減額（△は減少） 976 △323

未払金の増減額（△は減少） △86 9

その他 248 25

小計 1,641 1,817

利息及び配当金の受取額 19 14

利息の支払額 △75 △84

法人税等の支払額 △427 △399

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,158 1,348

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △487 △503

有形固定資産の売却による収入 223 －

補助金収入 250 －

無形固定資産の取得による支出 △103 △70

差入保証金の差入による支出 － △100

その他 △64 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △180 △688

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △90 1,260

長期借入れによる収入 － 509

長期借入金の返済による支出 △710 △1,882

配当金の支払額 △140 △140

財務活動によるキャッシュ・フロー △941 △253

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33 402

現金及び現金同等物の期首残高 3,577 5,030

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,611 5,433
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当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  
   該当事項はありません。  

  

（四半期連結貸借対照表関係） 
  

 
  
（四半期連結損益計算書関係） 
  第２四半期連結累計期間 

 
  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 
  

 
  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  
   該当事項はありません。  
  

  

(４) 継続企業の前提に関する注記

(５) 注記事項

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末 
(平成21年３月31日)

 

※ 固定資産の減価償却累計額

    有形固定資産の減価償却累計額 12,846百万円

  

※ 固定資産の減価償却累計額

    有形固定資産の減価償却累計額 12,483百万円

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

 

 ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

   給料手当 1,219百万円

   退職給付費用 26百万円

   その他の引当金繰入額 265百万円

   物流費 2,501百万円

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 現金及び現金同等物の四半期末残高5,433百万円は四半期連結貸借対照表の流動資産「現金及び預金」の四半
期末残高と一致しております。

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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